
令和５年１０月２７日

柳沢中ＰＴＡだより　　No.２　　　　　　 柳沢中学校ＰＴＡ　
令和５年度活動方針　「小さな声かけが大きな笑顔になる！
　　　　たくさんの笑顔を集めて、次のステージへ Let’s go～！！」

第１回運営委員会報告

　９月２６日（火）午後３時３０分から視聴覚室で開催されました第２回運営委員会について、次
の通り報告させていただきます。

１．会長挨拶
　皆様お忙しい中お集まりいただきありがとうございます。
今年の夏はとにかく暑く、ニュースでも「今日も猛暑日、真夏日」と多く耳にしました。
この暑さに関して保護者から登下校時服装の相談があり、先生方も検討していただき、今年度
7月下旬から試験的に導入した「軽装スタイル」は、9月に入ってもずっと暑い日が続いていた
ので、とても良かったと思います。
　この軽装スタイルは今月末までです。
先生方の柔軟な対応に感謝いたします。
私たち保護者側も先生方と協力し、ヤギ中生の為にどんどん行動していきましょう！
「ノリの良さと運の良さは比例する！」らしいです。
積極的な保護者が増えることを期待します。

２．校長先生挨拶
　2日後の２学期中間考査を控えている中、落ち着いている。 防災教育の日も東京都安全教育
推進校1年目としてよく取り組んでいた。
運動会1週間後に落ち着かなかったが、朝学活で毎朝、担任から落ち着いた生活を心がけ、毎
時間の授業を大切に受けること、テスト勉強を計画的に行うことを徹底して話してもらっている。
　２学期始業式、学校だよりなどで、自習の時間は、自分の世界に入ってじっくり考え「自学の
力」をつけること、人の話を聴く力と学力は比例する、クリスマスの頃にどのような自分になって
いたいかイメージしながら、行事に取り組み自分を成長させること、相手の 気持ちを思いやり、
言葉を選んで発することなど一貫して話題にしている。
　来月１４日の合唱コンクールに向けて、得手不得手関係なく、同じ目標に向かって、支え 合っ
て帰属意識を高め、成長していくことを期待している。
　引き続き、コロナウイルス、インフルエンザなどの感染症拡大防止策を講じていくので、 ご理
解ご協力をお願いいしたい。
　少子高齢化社会、柳沢地区も児童生徒数が減少している。本校も学級数が決まる定数が 決
められているが、ぎりぎりの状態である。また、教員の在籍年限が6年間厳守により異動となる
ことも残念であるが、生徒数、学級数の減少に伴い、教員数も減らされるため、 部活動の顧問
が不足となり、部活動数を減らさなければならない。顧問が不在となると部活動の存続は厳し
い。今年度はサッカー部をなしとしたが、 来年度から見通しをもって計画 的に取り組んでいく。
生徒には、 1年契約といってはいるが、理解不足と思われる。
　コロナウイルス感染症以降、 新しい価値を創造して、 前例踏襲ではない時代となってい るこ
とを強く感じている。 酷暑の異常な夏、 軽装スタイルへの変更、エアコン故障による 空調の不
調など、コロナ不安による欠席の申し出は保護者から担任に直接お話しいただく ようお願いす
る。 配布文書のホームページへの掲載については、 さまざま検討してきたが、 まずは、学校で
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も何回も指導するので、 ご家庭でも改めて必ず保護者に渡すようにご指導 いただき、取り組ん
でいきたい。毎年、進路に関する提出物で困難さを感じる生徒が出現 しているので、 何とか育
てていきたい。
　今後も保護者家庭と学校がタッグを組んでお子さまの成長を見守っていきたい。
　

３．行事等の報告（学校より）
（教務主任）
　２学期が始まり１か月近く経とうとしています。 生徒は、 明後日から始まる中間考査に向け、

学習に励んでいます。

　　 学校行事ですが、 この９月には３年ぶりに職場体験を実施しました。 後ほど２年担当教員から

詳細が語られると思います。

　　 先日１６日には、東京都安全教育推進校“防災教育の日”として、保谷第二小学校とともに防災
に関する様々な取り組みを行いました。 柳沢中の内容として、６講座を開設しました。アクション

カードを用いて役割分担し、避難所運営の方法を体験的に学ぶ“避難所訓練”や、地震の揺れを
体験できる起震車やシュミレーター体験、 日本赤十字社による講話、 認知症の方のサポート方

法を学ぶ認知症サポーター講座、 避難所における生活を具体的にイメージできるようにする避

難所運営ゲーム(HUG)、 風水害が予想されるときに事前に避難の準備等の行動計画を立てる
東京マイタイムラインの作成です。そのうちの4つの講座を、クラスごとに学びました。生徒の感
想として 「自分があまり深くは知らなかった知識やその場で行動するべきことなどが今日知るこ

とができてよかったです。いつ災害が起きてもおかしくない日本に住んでいるからこそ、被害を

少しでも減らすために日頃から備えておこうと改めて思いました。」など、災害時の行動について

の気付きや新たな学びがあり充実した時間となったようです。

　　 今後の行事については、１０月に合唱コンクール、 １１月に１年生の川越校外学習、１２月に弁

論大会などが予定されています。合唱コンクールについては、昨年同様感染予防に注意を払い

ながらの開催になると思います。 今後配布されるお便りに詳細がありますので、 ご覧ください。

　　　今後も保護者・地域の方々と協力しながら教育活動を推進していければと思いますので、よろ

しくお願いいたします。

（特別支援コーディネーター第二学年主任）
　２学期早々、９月７日 (木) に職場体験が行われました。 各事業所ごとに場所や行き方を調
べ、班長が緊張しながら担当者に電話をし、夏休み中には事前訪問も行い、準備をしてきた職
場体験です。１学期の「働く人の話を 聞く会」で直接、仕事をしている方たちから話を聞き、今回
は実際に仕事場へ行き、頭と体を使って、いろいろなことを体験してきました。ほとんどの事業
所の方たちからのアンケートに、「来年も受け入れたい」と回答がありました。コロナ禍で数年ぶ
りとなる職場体験で、今年度はわずか一日でしたが、普段できない体験を通して、新たな発見、
仕事の楽しさつらさ、やりがいなどを感じ、多くの学びがありました。将来の仕事や進路選択に
役立ててもらいたいです。
現在は中間テストに向けて、ほとんどの生徒が落ちついて授業を受けています。夏休みの課

題の中に、上級学校 訪問があったため、実際に親子で説明会に参加したり、体験授業を受け
た人たちもいたようです。少しずつですが、進路に向けて意識が高まってきています。

　２年生も折り返し地点となりました。学校行事、委員会、部活動などいろいろな場面で、３年生

から２年生へバトンが 受け継がれます。今後も行事が続きます。中学校生活の半ばまできた

今、改めて規則正しい生活のもと、目標を持って毎日を充実させていってほしいです。
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（生活指導主任）
　２学期が始まり、 約１か月が経とうとしています。 子どもたちの様子としましては、１
学期の運動会が終わった頃にあった、下校時に奇声のような叫び声が聞こえる、休み時間に
廊下で騒ぐ様子など、少し落ち着かなかった姿をあまり見かけなくなり、少しずつですが全
体として落ち着いてきたように感じます。授業中の様子を見ていても、自席で落ち着いて取
り組めている子が多いです。
　とはいえ、中学生という多感な時期でありますから、悩みを持っていたり、問題を抱えて
しまっていたりする子がいます。関係諸機関につなげる事案もなくはありません。学校だけ
では厳しいこともありますが、柳沢地区は地域とのつながりも深いので、連携して取り組んでおりま
す。 日々アンテナを張り、教員全体で見守っていけたらと考えております。
　さて、中間考査前ということもあり、学校では「落ちついて学校生活を送ること」「計画
的に定期考査の準備をすること」「日ごろの授業を大切にすること」を子どもたちに繰り返
し伝えております。ぜひ、ご家庭の方でも「励まし、やればできる、大丈夫」などペップト
ークで声掛けに協力していただけたらと思います。

４.　役員会活動報告・事務連絡
【活動報告】
◆役員会
6/22　第１回運営委員会開催
6/23　むくのき祭り実行委員会出席
6/30 避難所開設ワークショップ参加
7/13 PTAだより、マチコミ案内、印刷
7/21 学校運営協議会出席
9/2 　 むくのき祭り実行委員会出席
9/16 　　　　　　〃
9/26 第２回運営委員会開催

（会長）

役員活動報告は書面の通りです。

事務連絡として、前回の運営委員会でお知らせしておりました市への要望は、別紙でもあります
ように学校とも相談した上、３つ決め提出しました。
11月中旬に市長・教育長との懇談会があり、そこで検討を深めていただきます。

それから先日委員の皆さんにアンケートをマチコミメールにて送信しました。
次年度に向けてPTA活動の見直しを考えているためです。
次の委員活動報告のあとにもう少しお話しさせてください。
アンケート調査は10/8を締め切りとさせていただきます。質問なども随時受け付けます。
よろしくお願いします。
以上です。

会計
書面の通りです。
前期の会計監査は9/16日に無事終了しました。
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５．各委員会活動報告
◆学年委員会
＜1年＞
6/22　第１回PTA運営委員会参加（３名）/学年費受取
7/6　 １年生保護者情報交換会のお知らせ印刷
7/15　１年生保護者情報交換会開催（学年委員他3名参加）

※他、学年主任の先生へ学年費利用用途についてご検討依頼

（１年学年委員）
書面の通りです。情報交換会はあまり人数が集まりませんでしたが、数名でも情報交換できたことはよ
かったです。

＜2年＞
6/22　運営会議参加、PTA室の制服回収品の確認と整理、
　　　副校長先生にご相談と確認。

7/3〜5　制服回収日
7/13　制服回収品の整理、準備、副校長先生に当日の確認。
7/15　リユース当日(保護者会) 　展示準備、片付け

（２年学年委員）
書面の通りです。７月の制服リユースへのご協力ありがとうございました
今後のリユース活動についても色々と考えていきたいと思います。

＜3年＞
5/中〜学年活動費の用途を学年ライン上で相談→¥100×人数分を卒対費と合わせて使って貰
い、残金は年度末に学年の先生へのメッセージカードとして使う事に決定。
6/22 第１回運営委員会出席
7/15 学年の先生と卒対担当の方に学年活動費の用途を相談。了承済み。

（３年学年委員）
書面の通りです
学年活動費の一部を卒対担当者へ本日お渡ししました。
　
◆広報委員会
〜7/13 ささのは47号原稿確認・修正作業　入稿
7/15 2年生・働く人の話を聞く会、 1年生・防災教育撮影
7/18 ささのは47号配布準備
7/19 配布
9/9 第２回広報委員会

（広報委員委員長）
書面の通りです。
先週第２回の広報委員会を開きましたが人数が集まらず48号の内容を検討できませんでした。２月く
らいに発行できるよう活動していきます。　
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◆選考委員会
6/26 選考委員会だよりNo.２(委任状・立候補届出書)配布
7/7 委任状提出締切
9/16 候補者選出日
【お知らせ】立候補は随時受け付けています。クラスの選考委員まで、ご連絡下さい。
12/3 互選会

（選考委員委員長）
書面の通りです
12/3日互選会を予定しています。　

◆卒業対策委員会
6/22 記念品お手紙印刷・確認作業、運営委員会出席

6/23 各担任よりお手紙配布、副校長先生より一斉メール配信

6/26 お手紙HPに掲載
7/2 会計担当者引き継ぎ・記念品申込締切に関する一斉メール配信

7/4 通帳の名義変更手続き

7/6 記念品の名前確認作業・今後の打ち合わせ

(卒業対策委員副委員長）
書面の通りです
学年委員から活動費を受け取りました。生徒に還元します。ありがとうございました。

６．その他協議事項
（会長）

【制服のリユースについて】
会長
制服のリユースについて皆様には既にアンケートをお願いしていますが
夏に限定せず、ご家庭の片づけたい時期に自由に学校に持ってきて、
欲しい人が持って帰るという仕組みに変えられないかと考えています。
通年回収についてこの場で何かご意見はありますか？
ここで決定するわけではなく、まずはやってみて問題が起きれば改善していこうと思っていますがいか
がでしょうか？

質問者①
・通年にした場合、回収ボックスの管理方法が気になります。誰でも入れる場所に回収ボックスを置く
のは一見便利に感じますが、一定期間だからこそ管理がしやすいところもあると思っています。いつで
もどこでも自由な回収にしてしまうと、せっかく提供してもらった制服が管理不足のために汚れてしまっ
て、次の人が使えない状態になることも考えられるのではないでしょうか？職員室など人の目がある場
所やPTA室など鍵のある部屋で管理するのであればよいと思います。

会長
職員室含め、置く場所はこれから検討していく予定です。

質問者①
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名簿と制服の数も合わなくなると思うので回収の仕方も検討したほうがよいと思います。

会長
回収時に通し番号をつけてもらうなど現在検討中です。

質問①
回収方法含め通年で管理をする人が必要になるので、今の担当がそこまで対応するのか調整が必要
なのではと思います。

会長
今は2年生がリユース担当をやってくれていますが、例えば学期毎として、３年生が年度初めに担当す
るとか学年ごとでリユース係をまわしたりできないかなど考えています。

質問者②
リユースの時期が夏前なのは前から決まっていたことなのでしょうか？

会長
7月の保護者会で回収時期をお伝えできるように毎年夏頃に設定していると思います。

質問者②
新入生などは入学してからわかる事なので利用しやすいのですが、制服を提供する側、特に卒業後は
回収期間がわからず、提供できずじまいな方が多いのではないかと思っています。

会長
確かにそれぞれのご家庭で出したい時期が違うのではないか？との考えもあって今回の通年回収を
提案してみました。また、他校のHPなどを見ていると受験の面接練習などで失くした小物を一時的に
借りたい生徒など受験シーズンのリユース需要もあるようです。

会長
このように問題点などを積極的に発言していただいたほうが運用開始前に検討材料になるため大変あ
りがたいです。気になることがあれば気軽にLINEなどでコメントをください。

【その他(アンケート調査についての補足)】

先程、選考委員長より活動報告がありましたように、次年度役員候補者の選出がありました。
くじを引く先生方も候補者の方にご連絡をする選考委員の皆さんも、そして立ち会いのみの私
までも緊張する時間を共有しました！
12月3日(日)10:00〜互選会がありますが、皆さんが笑顔で会を進められるように今、役員の
活動・委員の活動について見直しをする為アンケート調査をしています。
PTA活動の何が大変なのか、できればやりたくないと思わせることは何なのか。
ほとんどの人が自分の生活をすることで手いっぱいだと思います。
そもそもPTAの目的は「保護者が辛くなるため」ではないはずです。
目的は「ヤギ中生が良い環境の中で学びや学校生活が楽しくできるように保護者と先生方と地
域の方々で協力して作っていくこと」です。
その為に役員や委員は、会員の方(保護者や教員の方)に活動や行動がスムーズにできるようサ
ポートする位置にいるんだと思います。
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さらに子ども達の活動の様子を誌面にまとめてみたり、記念品を手配したり、思い出に残るサ
ポートなどをする位置にもいます。

人が動く原動力となるものの一つに不安や恐怖がある時らしいです。
でもそれを感じた時、行動に移し、良い方向へ進んだとしたら、「不安」や「恐怖」もネガ
ティブなことではなかったんだなとわかります。
少し話はズレるかもしれませんが、
ネガティブな事は避けたいと感じたり、子ども達ちにもさせたくないと大人は思うかもしれな
いけど、そんな時こそ、子ども達が不安に思っている時こそ、「これは変化へのチャンス」と
とらえて、子ども達にも大人たちにも声かけをしたいと感じます。
さらに人が動く原動力となるものがもう一つあります。
それは「あこがれ」だそうです！
役員や委員をやることややっている保護者に「あこがれ」という位置になったらすごいことで
すが、せめて「これなら私にもできるかも！」の位置を探したいと思います。
アンケートで負担に感じていることは何ですか？などに回答してもらった後は、これをどう良
い方向に変えていこうかの話し合いまでがアンケートを取ることの大切さだと思います。
どこまで変化するかわかりませんが、皆様のご理解とご協力を引き続きよろしくお願いしま
す。

【次回運営委員会について】
次回の運営委員会は書面開催にしたいと考えています。
今回のように意見交換が必要な場合は集会となりますが、活動報告のみであれば書面で開催も可能
だということを今年度中に試してみたいと考えています。
書面開催となる場合、各活動報告は11/14日までにご提出をお願いします。

出席者　校長・先生：３名
　　　　役員：６名　学年委員：７名　広報委員：１名　選考委員：1名　
　　　　卒対委員：２名

計20名

次回、第3回運営委員会は１１月２８日(火)15:30～です。
　　 ※次の活動報告の提出締め切りは１１月１４日（火）です。

活動報告のある委員会は１１月１４日迄にメールで書記まで送って下さい。
（email：yagi.chu.pta1@gmail.com）

以　上
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